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３．１．２ 歴史文書の収集分析に基づく地震活動の検討 

 

(1) 業務の内容 

 

(a) 業務題目 歴史文書の収集分析に基づく地震活動の検討 

 

(b) 担当者 

所属機関 役職 氏名 

公益財団法人 地震予知総合研究振興会 

公益財団法人 地震予知総合研究振興会 

副主席主任研究員 

特任研究員 

榎原 雅治 

水野 嶺 

 

(c) 業務の目的 

中央構造線断層帯の周縁に位置する四国・中国・九州地域で起きた地震活動を歴史史料か

ら抽出する。 
 

(d) 年度毎の実施業務の要約 

1) 令和５年度： 

中央構造線の周縁の活断層帯で起きた地震活動を歴史史料から抽出した。香川県域

の史料のほか、地震史料としては未調査の愛媛県宇和島市・大分県佐伯市・熊本県熊

本市の史料の調査に着手した。 

2) 令和６年度： 

中央構造線の周縁の活断層帯で起きた地震活動を歴史史料から抽出する。愛媛県北

部の史料のほか、地震史料としては未調査の愛媛県宇和島市・大分県佐伯市・熊本県

熊本市などの史料の調査を継続する。 

3) 令和７年度： 

中央構造線の周縁の活断層帯で起きた地震活動を歴史史料から抽出する。広島県

域の史料のほか、地震史料としては未調査の愛媛県宇和島市・大分県佐伯市・熊本県

熊本市などの史料の調査を継続する。 

  

(2) 令和５年度の成果 

 

(a) 業務の要約 

中央構造線の周辺に位置する四国・九州地域の近世の日記史料を主たる対象として、機

器による地震観測が開始される以前の有感地震情報を収集した。日記史料を対象としたの

は、同一地点での有感地震が、同一人物によって記録されており、有感地震の長期的な変

動状況を均質な基準で把握できる可能性が高いためである。また被害を出した大きな地震

だけでなく、中小の地震についても把握できると考えられる。 

本年度は香川県多度津藩・愛媛県宇和島藩・大分県佐伯藩の公用日記、および熊本県熊

本藩士の日記を調査し、既刊の地震史料集に未収録の地震情報を収集した。また 1703 年

12 月 31 日に豊後（現在の大分県）、1853 年３月 28 日に伊予（現在の愛媛県）で被害を生
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じさせた地震について検討した。 

 

(b) 業務の成果 

1) 香川県立ミュージアム所蔵「多度津藩政資料」のうち、文化 11 年（1814）～安政４

年（1857）の藩日記、同所蔵「高松松平家歴史資料」のうち「恵公実録」宝永元年（1704）

～享保 20 年（1735）、「懐公実録」享保 20 年（1705）～元文４年（1739）を部分調査した。 

 

2) 宇和島伊達文化保存会所蔵「宇和島伊達家文書」のうち、元禄 8 年（1695）～宝永７

年（1710）、享保 12 年（1727）～20 年（1737）、文化７年（1810）～安政４年（1857）を部

分調査した。また宇和島市立中央図書館架蔵の俳句集「波留富久路」を調査し、地震情報

として信頼に足る史料であることを確認した。 

 

3) 佐伯市歴史資料館所蔵の「佐伯藩政資料」のうち、安永４年（1775）～明治２年（1869）

の「郡方町方日記」を調査した。 

 

4) 熊本大学寄託「永青文庫史料」のうち「機密間日記」天保 15 年（1844）～安政２年

（1855）、同「古閑家日記」のうち文政 11 年（1828）～慶応４年（1868）、熊本博物館所蔵

「加賀山家資料」のうち「日録」天保２年（1831）～明治４年（1871）を調査した。 

 

5) 上記史料については各所蔵機関において調査し、既刊の地震史料集に未収録の地震

に関する情報を収集することができた。出張期間中に判読・記録できる量には限りがある

ため、史料撮影専門の業者による撮影を行い、出張終了後に撮影データによって調査を行

った。 

 

(c) 結論ならびに今後の課題 

1) 1841 年 11 月３日に伊予灘付近を震央とする地震が発生し、九州や西瀬戸内海地域で

広く感知されているが、多度津でも感知されていたことを確認した。 

 

2) 1853 年３月 28 日に発生した地震は伊予吉田で家屋被害を生じさせており（「波留富

久路」による）、中央構造線に属する断層が関連する可能性がある。周辺地域での調査を続

ける必要がある。 
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3) 1703 年 12 月 31 日に発生した地震は、元禄関東地震と同日のほぼ同時刻に発生し、

大分県由布院付近で死者と多くの家屋被害を出している。一方で、被害の大きさに反して

被害地域は局所的で、都司（2019）も指摘しているように、中央構造線断層帯・豊予海峡

―由布院区間の由布院断層で発生した断層地震である可能性が高いと考えられる（図１）。

ただし都司（2019）は大分県臼杵では関東地震を感知した２時間後に発生した地震とする

が、関東地震は宇和島では感知されていないこと、延岡での地震の時間表記では関東地震

と豊後地震を区別できないこと、当時の時刻表記には曖昧さがあることなどから、関東地

震が九州で感知されたかについてはなお検討の余地がある。 

 

 

  

図１ 1703 年 12 月 31 日（元禄 16 年 11 月 23 日）豊後地震の被害地域と推定される震源断層 
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4) 1703 年に先行する５年間には宇和島では頻繁に地震が記録されており（表１）、それ

ぞれがどのような地震であったか、周辺地域に対象史料を広げて検討することが今後の課

題である。 
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